
気象警報等の発表時における対応について 

平成 30 年 4 月 27 日 

郡上市立相生小学校 

 

１  特別警報（大雨・暴風・大雪・暴風雪）または、暴風警報が発表された場合 

（１）午前 6時 30 分になっても警報が解除されない場合は自宅待機とする。  

（２）自宅待機中に警報が解除された場合は次のようにする。 

 

 

 

 

 

 

（３）登校後に警報が発表された場合 

  ◇ 気象・交通・道路状況を考慮して、下校か学校待機かを校長が判断し、学校 

から保護者へ連絡をする。 

 

２ 上記１以外の警報（従来の大雨警報、洪水警報 等）が発表された場合 

（１）登校前に警報が発表されている場合は次のようにする。  

 

   

 

（２）登校後に警報が発表された場合 

   ◇ 気象・交通・道路状況を考慮して対応を校長が判断し、必要に応じて学校から家

庭へ連絡をする。 

 

３  気象警報の有無に関わらず危険と判断される場合 

（１）警報が発表されていなくても、暴風・大雨・落雷などによる危険があらかじめ予想

される場合には対応を決定し、その旨を学校から保護者へ連絡する。 

（２）学校から連絡がなくても、家庭で「危険」と判断した場合、次のように対応する。 

・登校を控え自宅待機させる。 

   ・できれば、「自宅待機する」旨を、電話等で同じ班の仲間に知らせる。 

   ・登校するため集合場所へ行っても、（自宅待機する児童が多く）普段と比べて集合

場所に集まっていない場合は、安全な場所に避難したり引き返したりする。 

② 危険がなくなったら登校させる。 

  ・できれば集団登校する。 

・通学班員同士で連絡が取れない場合などは個々で登校する。 

 

 

状 況 対応の原則 学校からの連絡 

午前 8時 30 分までに 

解除された場合 

・2時間後に授業開始 

・給食あり →裏面 別表 参照 
学校から連絡あり 

午前８時 30 分以後に 

解除された場合 

・休校 

 
学校から連絡あり 

学校から連絡がないとき 登校 

学校から（自宅待機の）連絡があるとき 自宅待機 



４ 「震度５以上の地震 発生」「東南海地震注意情報 発表」「東南海地震警戒宣言 発令」の

場合 

家庭で起きたとき 自宅待機  

学校で起きたとき 

 

児童を学校に待機させ可能な児童から順次保護者へ引き渡す。 

・メールが通じる場合はその旨を各保護者に配信する。 

・保護者は、通学路や迂回路の安全を確認しながら、学校へ迎

えに来る。 

・無事に帰宅できたら、保護者はすぐメールの「開封確認」を

チェックする。 

・チェックされない家庭には、学校から安否確認の連絡をす

る。 

                             ＜平成 25 年 9 月 一部改＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜別表＞ 相生小のＨＰにもアップします。 ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保護者の皆さんへのお願い＞ 

◇ 異常気象等で下校させるときには、学校職員が引率したり保護者等に児童の迎えや下

校の協力を依頼したりして安全を確保したいと考えます。 

 ・可能な方は通学班の集合場所まで迎えをお願いします。 

 ・お子さんが家に帰られたら、すぐメールの「開封確認」にチェックをお願いします。 

◇ 緊急連絡先等に変更がありましたら学校へ連絡をお願いします。 

学校で手配して 

配車します 


